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研究要旨 
 本研究は、これまで十分に調査されることのなかった、男性同性間で金銭の授受も伴い性行為を行

う層、トランス女性で金銭の授受も伴い性行為を行なう層を対象として、その健康リスクをいかに下

げていけるかという視点を基に、HIV/STI のリスクとそれに伴う受験行動などについて、本年度を含

めて 3 年間かけて調査研究するものである。これは、具体的には、彼ら彼女らがどのように HIV や

STI の感染リスクを経験しているのか、そのリスクを下げることの妨げとなっている要因があるとす

るなら、それはどのようなものか、またリスクを経験した時に、HIV/STI 検査やそれも含めた医療ケ

アの診察へのアクセスの状況はどうなっているのか、そのアクセスのハードルとなっているものは何

かを調査するものである。そして、それらの研究を経て、彼ら彼女らの健康リスクを下げていくため

の情報提供のあり方などを提言してく。 
 初年度である本年度は、それらの調査や提言を進めていくための予備調査として、MSM セックス

ワーカー（MSM-SW）を対象に、1.先行研究レビュー；それらの層について明らかにされてきたこと

の確認、2. 形態の把握と分類；どのような形態によって金銭の授受を伴う性行為が行われているかの

分析を行なった。2 に関しては、インターネット上で MSM-SW の店の調査と、4 人に対する予備的

なインタビュー調査に基づいて提示しており、今後さらに精緻化していく。尚、トランス女性に関し

ては手法等に関して時間をかけた、より慎重な検討が必要であることから、次年度に、トランス女性

のセックスワーカーの問題に取り組んできた人たちの意見を聴取し進める予定である。 
 先行研究レビューからもインターネット上、及びインタビュー調査からも、MSM-SW の形態の多

様性は明らかである。MSM-SW のセックスワークの形態について、経営の型、移動の型、性行為内

容の三つの軸によって分類を試みた。経営の型でいうならば、「職業的ではない、流動・暫時的に個人

交渉型」で SW をおこなっている人が、もっとも健康リスクに晒されている可能性が推察された。ま

た、様々な MSM-SW に対する実情の把握や健康リスク低減のためのアプローチは、それぞれに異な

った形が必要でなり、今後の十分に検討していかねばならない。尚、今回の調査ではアダルトビデオ

業界と SW 業界との連続性も判っている。これは、単にそれらの業界の連続性を見るということだけ

でなく、MSM-SW のネットワークの形成の指摘でもあり、今後の調査や健康リスク低減のアプロー

チのあり方を検討する上で重要である。 
 MSM-SWやトランス女性-SWへのアプローチには、その問題に取り組んできた当事者・支援者団体・

或いは個人との連携が不可避であり、今後、その連携も進めていく予定である。 
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A.研究目的 

 男性とセックスをする男性（MSM; Men who have 

Sex with Men）が、HIVや STIのリスクに最も晒

されている層に属していることは、世界的に見て

も疑う余地が無い。日本でも、男性同性間の性行

為による感染は、2008 年をピークに横ばいが続い

ているものの、2016年の年間報告で、感染者報告

数の 72.7%を占め、患者数ではその割合は少し落

ちるものの、やはり 55.1%を占める。 

 また、トランスジェンダー女性（出生時に男性

と振り分けられたが、性自認が女性であるなどし

て女性として生活する人、以下「トランス女性」）

も同様に、あるいは MSM以上に、HIV/STI リスク

を負っていることは、海外の研究や HIV/AIDSに

関する現場から指摘されてきた。 

 しかし、一方のトランス女性は、人口全体に占

める割合が少ないがゆえに顕在化しづらい。更に、

性別変更しない場合は男性として、変更した場合

は女性として統計処理され、トランス女性として

は把握されないことから、トランス女性の HIV感

染の状況は明白ではない。 

 そして、これまで、アクセスの難しさなどから、

トランス女性向けの啓発や調査がほとんど行な 

われてこなかった背景もあり、性行為に関してど

のような状態におかれ、どのような環境や力関係

などのもとでリスクに晒されているかの検討は

十分に行なわれていない。 

 MSMに関しては、日本においても、厚生労働省

科学研究費補助金によるエイズ対策研究事業な

どの中で、ゲイ／バイセクシュアル男性のコミュ

ニティを中心とした調査や啓発活動が行なわれ

てきたことにより、実態把握と啓発のための仕組

みづくりは継続されてきた。 

 しかし、その中のサブグループと位置づけられ

る、「男性同性間の性産業に従事する人たちなど、

金銭の授受も伴い性行為を行なう層」に関しては、

調査としても啓発としても、特別に対象化されア

プローチされることはなかった。だが海外での研

究では、下記の文献レビューの結果で触れるよう

に、その層における HIVや STIの感染率が高いと

いう研究報告も出されており、日本でも同様に、

健康被害のリスクに曝されている可能性は高い。 

 なお、日本のトランス女性のセックスワーカー

に関する調査としては、セックスワーカーの当事

者と支援者からなるアドボカシー団体などの協

力により行なわれた東優子らによるものがある。

その研究においては、HIV 感染リスクなどのリス

ク要因は明確に検証されてはいないものの、トラ

ンスジェンダーの人たちの生き辛さを指摘しな

がら、リスク要因に引き続き注視していく必要性

が指摘されている。1) 

 よって、本研究は 3年間の研究の中で、これま

で十分に調査されることのなかった、男性同性間

で金銭の授受を伴い性行為もおこなう層、トラン

ス女性で金銭の授受を伴い性行為も行なう層を

対象として、その健康リスクをいかに下げていけ

るかという視点を基に、HIV/STIのリスクとそれ

に伴う受験行動などについて調査研究するもの

である。それは、具体的には、彼ら彼女らがどの

ように HIVや STIの感染リスクを経験しているの

か、そのリスクを下げることの妨げとなっている

要因があるとするなら、それはどのようなものか、

またリスクを経験した時に、HIV/STI検査やそれ

も含めた医療ケアの診察へのアクセスの状況は

どうなっているのか、そのアクセスのハードルと

なっているものは何かを調査するものである。そ

して、それらの研究を経て、彼ら彼女らの健康リ

スクを下げていくための情報提供のあり方など

を提言してく予定である。 

 次年度以降、質的調査（インタビュー調査）と

量的調査（質問紙調査）を実施してく予定だが、

まず、この初年度は、それらの調査や提言を進め

ていくための予備調査として、1.先行研究レビュ

ー：それらの層について明らかにされてきたこと

の確認、2. 形態の把握と分類：どのような形態

によって金銭の授受を伴う性行為が行なわれて

いるかの分析、を行った。なお、これまで HIV/AIDS

の啓発や調査が行われてきた MSM層に対して、ト
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ランス女性に関しては手法等に関して時間をか

けた、より慎重な検討が必要であることから、 

次年度に、トランス女性のセックスワーカーの 

問題に取り組んできた人たちの意見を聴取し進

めていく。 

 ここで、対象層に関する用語について説明をお

こなっておきたい。本研究班の表題では、対象層

を「性産業の事業者および従事者」と表現してい

るが、後に記すように、先行研究レビューや現状

把握のための予備調査を進める中で、現在、金銭

の授受を伴う性行為は、「性＜産業＞」という名

称では包括できなくなっている面がある。 

 恐らく、もともと多様であったものが、インタ

ーネットの利用が増える中で、いっそう個人的、

暫時的なやりとりの中でおこなわれる形へと移

行している。 

 そのような個人的、暫時的な形での金銭の授受

を伴う性行為を含めて、近年、英語では

transactional sex（取引的＝金銭のやりとりの

あるセックス）と表現することが多くなっている。

また、そのような人たちは、セックスワーカー（あ

るいは、日本でいうところの「売り専」など、そ

れを意味するゲイ／バイセクシュアルコミュニ

ティでの呼称）としての自己意識を保持していな

いことが傾向を持つことも指摘されている。更に、

このように様々な形態が存在する中で、どの領域

を切り取るかも難しい課題である。しかし、それ

らの複雑さの理解と把握こそ、今後、この対象層

に対する調査や啓発をおこなっていく際に極め

て重要なポイントとなるものと思われる。 

 そのために、今後、どのような呼称でどのよう

な層を包括するのかも検討してく必要がある。し

かし今回、論を進めるにあたって、これまでの研

究にならい、様々な形で「男性同性間で金銭の授

受を伴い性行為もおこなう行為」を基本的に SW

（sex workの略語として）と記述し、その経験の

ある層を「MSM-SW」と記す。だが、それらは「sex 

work」という表現には合致しづらい形態のものや、

アイデンティティも多様な人たちを包括する、便

宜的な仮の名称であることを強調しておきたい。 

尚、特に職業的にセックスワークに従事している

人を特定して指す場合にはカタカナで「セックス

ワーカー」と記述する。 

 

B.研究方法 

 

1. 先行研究レビュー 

 英語の医療系論文のデータベースにおいて、

「MSM HIV」あるいは「Transgender HIV」と、「sex 

work」か「transactional sex」という語をかけ

合わせた検索により論文を抽出し、過去 5年間の

ものから参考になるテーマのものを選択した。 

 

2. 形態の把握と分類 

 

(1) インターネット上の調査 

 ゲイ向けインターネット情報サイト「G」（仮名）

に「売り専・出張」「マッサージ」のカテゴリー

で登録されている都内の店を地域ごとに検索し、

それらすべての店のサイトをチェックした。その

際、現在サイトが運営されていない店舗は閉鎖し

ているものとしてリストから除いた。 

 なお、現在は Twitterで宣伝する個人も多いが、

Twitter を主たる宣伝媒体とする個人を把握し、

いかに分析の対象とするかは来年度の課題とし

たい。 

 

(2) インタビュー調査（予備調査） 

 本研究の初年度の調査においては、MSM-SWだけ

でなく、利用経験者なども含め、様々な立場の人

にインタビューを行なう予定であったが、初年度

の研究承認時期の問題もあり十分な調査を行う

ことはできなかった。しかし、フォーマルインタ

ビューを１名（30代後半：アダルトビデオ出演者）、

インフォーマルなインタビューを 3名（50代前

半：マッサージ利用客／30代前半：SW経験者／

40代後半：SW利用客）に実施できたことから、

それらを (1)の情報を基にした、MSMの SWの種別
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の分類分析の補完情報とすると共に、今後のより

本格的なインタビュー調査及びアンケート調査

の予備調査として位置づける。 

 尚、フォーマルインタビューは半構造化面接で

おこない IC レコーダーに録音したが、インフォ

ーマルなインタビューは研究への協力への同意

を得たものの、録音はせず断片的な情報提供を得

た程度である。今後、その人たちに改めてフォー

マルインタビューをおこなう予定である。 

 

C.研究結果 

 

1. 先行研究レビュー 

 世界的に、特に先進国を中心として、MSMが HIV

感染リスクに最も曝されていることは、AIDSが最

初に報告された時から現在にいたるまで、感染者

数の報告状況からも明らかである。一方、トラン

ス女性は、感染報告の統計としては把握されるこ

とが難しい。だが、トランス女性を対象とした

HIV/STI に関連する調査では、どの国や地域にお

ける調査も、大きなリスクに晒されていることが

明らかになっている。2)-5) しかも、MSMとの比

較では MSMよりもより感染リスクが高い報告もあ

る。6),7) そして、そのリスクの背景として、

暴力を受けやすいこと、社会的な差別偏見に晒さ

れていること、またパートナーの異性愛男性が主

導権を握る傾向にあることが挙げられており、ト

ランス女性の HIV/STI感染リスクと社会的な位置

づけ、パートナーとのジェンダー的な力関係が無

視できないことが明らかにされている。 

 MSM-SWに関しては、SWをしたことのない MSM

との HIV陽性率を比較した調査においては、

MSM-SW の陽性率が高いとする報告 8),9) と、変

わらないとする報告 10) とがある。 

 その結果を受け、Catherine E. Oldenburgら 

11)は、MSM-SWとそうではない MSMの HIV陽性率

を比較した 33の調査のメタ分析を行なった。そ

の結果、総合してみると、MSM-SW の HIVの陽性率

は、他の MSM より高まると結論を出している。 

（尚、Oldenburgらは、transactional sexとい

う言葉を用い MSM-TSと表現している）。 

 しかし、このメタ分析で対象となった調査が行

なわれた地域は、東南アジア（ラオス、インドネ

シア、タイ、ベトナム）、東アジア（中国）、ラテ

ンアメリカ（アルゼンチン、エクアドル、エルサ

ルバドル、ペルー）、サハラ以南アフリカ（ケニ

ア、セネガル、南アフリカ、ウガンダ）、北アメ

リカ（アメリカ合衆国）、中東（イスラエル）の、

7つの地域 17カ国にわたっているが、地域別に分

析すると、ラテンアメリカとサハラ以南アフリカ

だけが、統計的に優位に陽性率が高いという結果

となっている。 

 この地域による違いについて、Oldenburgら  

は、それぞれの地域や国全体における HIVの感染

拡大の程度や層との関連が指摘しながらも、SW

（論文中は TS）の定義の違いと、それにより調査

に含まれる対象者の多様さに影響を挙げている。   

 タイの調査では、これまでに SWをしたことがあ

る、あるいは過去 12ヶ月において SWをしたこと

がある MSMにおいては、HIV感染率は有意に高く

なっていたが、「（職業的な）セックスワーカー」

の間では感染率が下がる傾向にあった。 

 また、中国の調査でも似たような結果が出てお

り、「セックスワーカー」では統計的優位に HIV

感染率が下がっていた。更に、過去 12ヶ月の SW

の経験と定義した場合、SWと HIV感染率に関係は

見られなかった。 

 他の中国の調査では、「セックスワーカー」の

ほうが SWの経験のない人よりコンドームの使用

率が高いという結果も出ており、HIV感染リスク

の認識に違いがあるのではないかと、Oldenburg

らは指摘している。 

 しかし、この論文の中でも指摘されているが、

このメタ分析はその性質上、HIV感染が SWの開始

された後に起こったのか、開始される前にあった

のか、という点は明らかにできない（感染後に貧

困状態に陥り SW を始めた可能性も考えられる）。

また、MSM-SWとして括られても、ストリートで客
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を見つけるのか、インターネットを通じて見つけ

るのかといった違いによる、HIV感染に対するヴ

ァルネラビリティの違いも示すことができない

という限界がある。 

 これらの指摘からも、MSM-SWの中の多様性は、

この層の健康リスクについて考える上で重要な

視点となっている。 

 米国でのある研究では、MSM-SW が客と出会うた

めに用いる二つの異なったインターネットサイ

トの比較調査も行われ、その差異も指摘されてい

る。12) その調査によると、一方のサイトが他方

のサイトよりも、フルタイムで SWをおこなって

いる率が低く、最後の客とのアナルインターコー

スの率が低く、過去 30日間での客の数も少なか

った結果が出ており、このサイトの利用者は、経

済的には他方のサイトの利用者よりも不利であ

るにも拘わらず、アナルインターコースやコンド

ームなしのアナルインターコースをおこなう率

が低かったという。 

 そしてまた、インターネットの普及以降、

MSM-SW のあり方の変化も指摘されており、MSM-SW

にアプローチする上で十分に考慮しなければな

らない。 

 オーストラリアの研究では、MSM-SWが客と出会

う場がインターネットへ移行した結果、SWに関す

るリスクのマネージメントが社会的なコントー

ルから、クライアントと MSM-SW のオンライン・

コミュニティ（communities）内でインフォーマ

ルにおこなわれるやりとり（practices）へと移

行していることが指摘されている。13) また、

インターネットを通して MSM-SW が多様な地域で

顕在化し、異性愛者の男性や女性が新しいクライ

アントとなりつつあるという。14) 

 そして、オランダの調査では、女性とのセック

スだけでなく、他の MSM-SW とのセックスがある

ことも指摘されており 15)、さらに、中国の調査

では、セックスワーカーとして従事する人は、そ

うでない人よりクライアントとしての経験を持

っていることが多い、という結果も出ている。16) 

MSM-SWとしての多様性だけではなく、SWの現場

に限らず相手との関係性の多様性も視野に入れ

る必要性があるだろう。 

 また、これまで、MSM-SWにおいて必ずしも SW

がリスクの原因ではないこと 17)、顧客とより親

密なパートナーとの関係でのほうがコンドーム

の使用率が下がること 18)、などの報告も出され

ている。よって、MSM-SWを対象層としても、その

健康リスクを考えるときには、SWだけで捉えない

視点が重要である。さらには、SWを行なっている

からと言って、かならずしもセックスワーカーと

してのアイデンティティがある訳でもなく 19)、

調査や啓発を行なっていくときの対象設定や呼

びかけ方などには十分な注意が必要である。 

 そして、MSM-SWの健康リスクの低減ということ

を意識するならば、様々な関係における予防行動

だけでなく、HIV/STI の感染の可能性があった時

に、如何に検査を含めた医療サービスにアクセス

できるかということが重要な課題となる。 

 米国の調査では、MSM-SWは、HIV検査の率は高

かったものの、他の STIの検査は低く、加入保険

でカバーできる範囲が小さく、プライマリーケア、

薬物に関する治療、メンタルヘルスのサービスな

どのヘルスケアのニーズにうまく合致していな

かったという研究結果が出ている。20) また、同

じ MSMでも、セックスワーカーとそうではない人

とでは、セックスワーカーのほうが、MSMである

ということよりも、様々な問題（ホームレス状態

にあることや、薬物の問題、貧困など）を理由と

した医療に対する不信感を持ち、差別的な対応を

受けたことを報告している。更に、セックスワー

カーではない MSMのほうが、自分の性行動につい

てより話す傾向にあり、これらの違いが PrEP を

含めた医療サービスへのアクセスの違いを生む

可能性をはらんでいることが指摘されている。

21) 

 これらの先行研究は、MSM-SWが、安心して受診

できる医療現場づくり、そしてそれらのリソース

の情報提供の必要性を示していると言えるだろ
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う。さらに、MSM 全体でも課題となっている問題

でもあるが、MSM-SWにおけるアルコールや薬物の

問題 22)-24)、親密なパートナーからの暴力の問

題 25)-26)なども指摘されており、単に医療的な

検査を受けるだけでなく、MSM-SW が自分の抱える

問題を語れる相談先も求められている。 

 

2. 形態の把握と分類 

 

(1) インターネット上の調査 

・店と地域 

 ゲイ／バイセクシュアル男性向けインターネ

ット情報サイト「G」（仮名）に登録されている、

東京都内の地域別性産業の数は下記の通りであ

る。「売り専・出張」および「マッサージ」とい

うカテゴリー分けは、同ページによるものである。 

  

 売り専・出張 マッサージ 総数 

新宿 

二丁目 
28（21） 24（18） 52（39） 

上野 3（１） 17（17） 20（18） 

浅草 0 8（６） 8（6） 

渋谷 4（3） 5（5） 9（8） 

新橋 1（1） 3（3） 4（4） 

総数 36（26） 57（49） 93（75） 

表１：（）は「店舗有型」の数 

 

 なお同ページでの地域名は必ずしも、その店の

存在地ではない。ここで挙げられている地名は、

東京においてゲイバーなどが多く集まっている

代表的な町の名称であり、厳密な住所としてはど

の地域名にも属さない場合は、それぞれ近い地域

に含まれている。 

 なお、新宿エリアは、同ページでは「新宿二丁

目」と記されているが、歌舞伎町に存在する店舗

も少ないながらもその地域に分類されていた。し

かし、歌舞伎町と新宿二丁目は、MSM（特にゲイ

／バイセクシュアル男性）にとっては、持つ意味

が全く異なる地域であり、経営の背景や主たる客

層が異なる可能性もある。よって、ここでは「新

宿」とした。 

 また、それぞれの地域は、MSMにおいては、集

まる人たちの年代など、特定のイメージがあり、

これらの店舗も地域ごとに店で働いている人た

ちのイメージと関連を持っていることが、それぞ

れの店のサイトからも窺える。特に、上野・浅草

はサービス提供者が「中高年」であるという特徴

を持っており、また客層も同じ傾向を持つことも

考えられる。 

 

・種別名と呼称 

「売り専・出張」「マッサージ」は、同情報サイ

トによる分類名であり、それぞれの店が登録する

際に選択する形式となっている。しかし、実際に

一つ一つの店の案内文やサイトを調べてみると、

それらの区分は明確にはなっていない。 

「売り専」という言葉は、もともとは、MSMの間

では、狭義では、以下のものを指す傾向にある。

(1)店内にスタッフが待機し、そこに客が来て指

名し共に外出するか（その場合、必ずしも性行為

が伴うとは限らない）、あるいは、独自に持って

いる個室を利用し性行為をおこなう店 (2)それ

らの店で働く人。しかし、広い意味では、個人レ

ベルでのやりとりも含めて、金銭の授受を伴って

性行為をすること、またそれをおこなう人を指す

こともある。 

「売り専」という言葉は、MSMの間では金銭の授

受を伴うセックスをめぐって最も頻繁に用いら

れる語であり、スティグマも含めて様々な象徴性

も持つ。そのため、その語の持つ意味についての

分析も必要であるが、店、人、行為すべてを指す

など、意味が流動であることから、今回の研究テ

ーマの、店の性質の把握や分類には適しない。よ

って、ここでは違う観点から分類分析を加えてい

く。ただし、インタビューなどの語りに出てきた

場合には、その語を用い、それが具体的に何を指

しているかを明示する。 
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 また、マッサージという分類も、性的なサービ

スを伴わない店から、インターコースまで想定さ

れている店まで含まれており、別の観点からの分

類分析が必要である。これらの分類分析は、それ

ぞれの店のサイトの情報だけではなく、次のイン

タビューの内容も含めて考察においておこなう。 

 

(2) インタビュー調査（予備調査） 

・A さん 

 フォーマルインタビューのインタビュイーAさ

んは、30代後半のゲイであり、企業で働く傍ら、

アダルトビデオ（AV）に出演しており、インタビ

ューの段階で、性的なサービスも提供する「マッ

サージ」のスタッフの募集へ応募していた。 

 もともと本研究では、AV 業界は、調査対象とし

て視野に入れていなかったが、Aさんによると、

「売り専」と AV 業界は密接な関係にあり、「売り

専」で働く人がリクルートされて AVに出ること

は非常に多く、また、その逆に AVに出たのちに、

「売り専」で働き始める人もいることから、それ

らは切り離せないという（ここで言われている

「売り専」とは、職業的に SWをしている人を指

している）。実際に、サイト上の広告でも、AVに

出ているスタッフがいることを強調している店

も見られた。 

 A さんによると、彼が出演している AV会社はコ

ンドーム使用に関しては、徹底して指導している

という。また彼自身は、PrEP（暴露前投与）を個

人輸入によりおこなっている。そして、彼自身は、

出演に際し HIVに関するステータスの確認等がな

いことに疑問感じており、業界全体として考える

べきことではないかと考えている。それは、挿入

行為においてコンドームを使用し、挿入相手が変

わるときにコンドームを変えるよう徹底しても、

大人数による撮影の際には、手についた精液がコ

ンドーム上などに付着するなどのことを懸念し

てのことである。 

 また、彼は、知り合いの「売り専」で働く人が

「ハッテン場」（MSMの人が集まり性行為をおこな

う場所）でコンドームなしのセックスをしている

ことにも触れている。先行研究の中でも指摘され

ていることだが、当然のことながら、MSM-SWの健

康リスクを考える際に、SWの場だけに限定される

問題ではない。 

 さらに、MSMの AV業界では、違う会社の作品に

出ることは珍しくなく、会社によってはコンドー

ムなしのセックスを強調することで差異化をは

かり業績をあげる傾向もあり、「売り専」との重

なりに関わらず AV出演者の健康リスクの問題も

同時に視野に入れていく必要があるだろう。 

 そして、彼が応募していた「マッサージ」だが、

その店は元々AVに出演していた人が経営してお

り、性的なサービスも提供しているという。ただ

し手袋も着用しての性的サービス提供する形で、

HIV/STI 予防を徹底している。 

 

・Bさん 

 このように、「マッサージ」としての営業名で、

性的サービスをおこなう店は多いことが、インフ

ォーマルなインタビューに応じてくれた Bさん

（50代前半）からも聞かれた。彼は、客として

「20-30 軒ほどのゲイがやっているマッサージ店」

の利用経験があるが、「自分が行ったことのある、

ゲイがやっている『マッサージ』はたいがいが『抜

きあり』だった」と語っている。ちなみに、ここ

で言う「抜きあり」とは、客に射精をさせること

を意味しており、性的なサービスが伴うことだ。 

 ただし、彼は、「もちろんマッサージだけの店

もあった」こと、自分は店のサイトを見て、「抜

きありだろう」と思ったところを選んでアクセス

した結果であることを強調している。また、「抜

きあり」とは言っても、基本的に「マッサージ」

は手によって射精させることがほとんどで、彼は

これまでの経験では HIV/STIの感染リスクが高い

行為が行なわれたことはないと言う。 

  

・Cさん 

 MSM-SWとして 20代前半の頃に 3年ほど出張専
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門の SWの仕事をしていた経験のある Bさん（30

代前半）も、仕事の中でコンドームなしのアナル

インターコースはなかったという。 

 B さんが勤めていた先では、管理者とは面接時

に会うだけで、その後はメールのやりとりで仕事

をおこなっていた。シフト表に応じて客が決まる

と、日時と場所を管理者からメールで受け取り、

仕事の始まりと終わりにメールで報告し、管理者

に支払うべき分を振り込む。 

 そこでは、最初の面接時に「必ずセーフでする

こと、それに応じない客がいたら連絡すること」

が通達されており、客側もそれを承知で申し込ん

でくることから、コンドームなしのアナルセック

スに至ることはまずないという。3年間のうちで、

それを求める客が 2-3 人いたが、それは断ったと

Bさんは語った。 

 そのときに断りづらくなかったかと尋ねたと

ころ、「仕事だから！プライベートでは全然だけ

ど」と答えた。プライベートでのセックスでは、

相手任せだったという。彼にとっては、「仕事」

という形が予防行動を支えたということになる。 

 

・D さん 

 一方、Dさん（40代後半）が語った、お金を支

払っておこなったセックスの経験は、金銭の授受

を伴うセックスの中でも、A〜Cさんとは、違う現

場を浮き彫りにしている。 

 D さんは、4回、セックスに関連してお金を払

ったことがあるが、職業的な意味でのセックスワ

ークを利用したことがあるのは一回だけである。

それは「マッサージ」だが、それに関しては、先

の Bさんと同様、やはり手による射精があっただ

けで、特に HIV/STIのリスクがある行為はなかっ

た。 

 しかし、他の金銭を伴うセックスはそうではな

かった。もともと、Dさんは、「barebacker」（ア

ナルインターコースでもコンドームを基本的に

使用しない人を指す言葉）を自称しており、イン

ターネットでの書き込において、自分が被挿入側

として、barebackの相手を募集することが多いと

いう。そして、そのようなやりとりの中で、セッ

クスに金銭の授受が関係することが 3回あり、そ

れぞれ以下のような成り行きだったという。 

 ・相手（20代）の家へ行き、コンドームなしの

挿入と射精があったあとに、「いくらでもいいの

で、お金を貰えないか」と頼まれて 2千円払った。 

 ・自身が宿泊しているホテルの部屋に来た相手

（40代）から、行為の前に「２千円貸して欲しい」

言われて、2千円お金を出したが、何もせずに帰

ってもらった。 

 ・自分の家に来てもらって、やはりコンドーム

なしの挿入と射精があったあとに、相手（30 代）

に「千円でいいのでお金を出して欲しい」と言わ

れ千円を払った。 

 そして、掲示板に barebackの相手の募集を出

すと、必ず、3-4人から、「サポでなら」という条

件で連絡が来るという。また、毎回メールを送っ

てくる人も複数おり、その人たちは、掲示板にも

毎日投稿していると Dさんは語る。「サポ」とい

うのは、「サポート」の略でお金を提供すること

を意味する。ただし、彼は、「以前、コンドーム

使用を条件に相手募集をおこなったときにもメ

ール来たけれど」と語っており、同じ掲示板での

やりとりでの「取引的セックス」でも、当然なが

ら、HIV/STI感染予防行動をとった上で行なって

いる人たちもいる。 

 しかし、たった１人のわずか 3回のケースだが、

これらの、「セックスワーク」とは位置づけるに

は難しい、しかし金銭の授受を伴ったセックスの

背景には、一部の MSMが経験している貧困がある

可能性が見え隠れしている。そして、先行研究レ

ビューで触れた、職業的なセックスワーカーより、

そうではない SW経験者に HIV感染リスクが高い

という研究結果とも合致している。 

  

D.考察 

 ゲイ／バイセクシュアル男性向けインターネ

ット情報サイト「G」に基づく二つの分類「売り
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専・出張」「マッサージ」が、実態把握の際には

十分に機能しないことは、C.結果において触れた

通りである。 

 では、MSM-SW の HIV/AIDS の感染リスクに関す

る状況の把握や、健康リスクの低減を進めるため

には、どのような軸での分類やそれによる性質の

把握が考えられるか、上記の研究結果を総合的に

参考にした上で考察したい。 

 そのためには、更なるフォーマルインタビュー

調査を進めることが必須であるが、今回は、それ

ぞれの店のサイトに掲載されている情報と、フォ

ーマルインタビューとインタビューの内容を合

わせて、三つの視点による分類を仮のものとして

提示したい。その分類軸は、今後のインタビュー

調査に基づいて検証、精緻化していく。 

 まず、SWの環境や性質を左右する大きな要因と

して経営の型による分類を挙げる。 

 

 ここでいう企業経営型というのは、幾つもの支

店を持って経営している形態を指す。なかには、

支店という形をとらずに、全く異なったコンセプ

トやイメージを提示して複数の店を経営してい

る企業もある。それらの店では、数十人のスタッ

フを抱えている。一方、小規模経営型は、4-5人

のスタッフを抱えて業務をおこなっている店舗

のことを指す。個人型の事業型とは、一人でおこ

なっているものの店舗を構え、出張のみでおこな

っていても、サイトを立ち上げて安定的に事業を

続けている所を指す。個人交渉型は、インターネ

ットの掲示板などを通じて客を求め、掲示板にセ

ックスの相手を募集している人に対してメール

を送ることで営業している人のことである。 

 経営の型で分ける意味は、企業経営や小規模経

緯の場合、経営者の方針が従業員の仕事における

性行動を方向付けるからである。また、客に対し

てもあらかじめ条件を提示することで、HIV/STI

のリスクをコントロールすることが可能となる。 

 一方、個人型は、基本的には、自分自身で性行

動の内容を決定できる。しかし、あらかじめイン

ターネットサイトなどで、提供するサービスの内

容を明示（あるいは暗示）できる事業型と異なり、

掲示板でのやりとりなどを通じて客を見つける

個別交渉型は、客との力関係がどのように左右す

るかによって、行為の内容が大きく異なるであろ

う。 

 そして、Dさんのインタビュー内容から、個別

交渉型にも、職業的におこなっている人と、貧困

ゆえに流動・暫時的におこなっている人がいるこ

とが浮かび上がっている。「貧困ゆえに流動・暫

時的におこなっている」と考えるのは、Dさんが

出会った 3人がいずれも、かなりの少額を、「で

きれば」或いは「貸して」という表現で求めてい

ることだ。彼らは、困窮している状態を凌ぐため

に、リスク・テイキングをおこない、それにより

金銭の授受を求めていることが推察される。 

 なお、今回、ストリートで客を求める MSMにつ

いてはインタビューできなかったが、その背景を

考えると、彼らも流動・暫時的なタイプとして健

康リスクに晒されている可能性がある。 

 2017 年におこなわれた、日本でゲイ向けの出会

い系アプリを用いた調査（N=6921） 27)では、「こ

れまでにセックスをすることで金銭を受け取っ

たことがありますか？」という質問に対して、「過

去 6ヶ月間にあった」と回答している人が 4.1%、

「６ヶ月以上前にあった」と回答している人が

18.6%、合わせて 22.7%の人が経験ありと答えてい

る。これだけの多くの人たちが、職業型セックス

ワーカーとして働いた経験を持つことは、考える

ことは難しいことから、流動・暫時的な形での

MSM-SW層の多さを示唆する結果と言えるだろう。 

 他の型の SWでは、今回聞き取った範囲におい

ては、リスクの高い行為の話はでなかったが、イ
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ンタビューとインタビューの対象者が限られて

いたため、判断を下すことはできない。また、イ

ンターネット上での調査では、個人営業型でコン

ドームなしのインターコースを選択できるサー

ビスを提供しているところもある。 

 ただし、「仕事である」という意識が、HIV/STI

の予防行動を遂行することに結びついているこ

とは、今後、MSM-SWの健康リスクを低減していく

ための方法を考えていく上で示唆的である。 

 また、職業的な型は、MSM-SWが仕事をする際の

動き型をもとに、さらに次のように分類できる。 

職業型 

店舗型 派遣型 無店舗 

個人行動 自前個室 外出 事務所経由 直行直帰 

 

 店舗型の自前個室は、客が店舗に来訪し、その

店の個室でサービスを提供する形式であり、「マ

ッサージ」という名前を掲げている所には、その

ような形式をとっていることが多い。 

 外出とは、バーの形式の店舗があり、そこにい

る「ボーイ」を指名して連れ出すものであり、ゲ

イ／バイセクシュアルコミュニティで「売り専」

というと狭義にはそのようなスタイルの店を指

す傾向にある。外出が基本ながら、自前個室利用

も可能という複合型もある。 

 派遣型は、インターネットを通じて客が指名す

る形だが、いったん事務所を経由して客のもとへ

赴くタイプと、全く事務所などに寄らずに客のも

とへ直行し、終了後も直帰するタイプがある。 

 これらの型の分類は、MSM-SW個々人に、HIV/STI

などの情報をどのように流通させるかを検討す

る場合に有効と思われる。 

 そして当然ながら、行われる性行為によっても、

大きく次のように分けられる。 

ヌキ有り ヌキ無し 

インター 

コース有 

インター 

コース無 
マッサージのみ 

「ヌキ無し」は SWに含まれないと考えるのが通

常ではあるが、隣接領域であり、絶対に「ヌキ無

し」から、場合によってはあるというところもあ

り、視野に入れておく必要があるだろう。 

 また、この分類の中では明示できなかったが、

インフォーマルインタビューからは、AV業界が他

の SWの領域との行き来があることが明らかにな

っている。今後、AV業界も SWの一つとして位置

づけて考えていく必要がある。 

 

E.結論 

 先行研究においても指摘されてきたのと同様、

日本においても、MSM-SWの形態の多様性は明らか

である。その多様性の中にいる様々な MSM-SWに

対する実情の把握や健康リスク低減のためのア

プローチは、それぞれに異なった形が必要となる。 

恐らく、その中でもっとも健康リスクに曝されて

いるのは、個人交渉型で SWをおこなっている人

たちである。しかし、そうではない職業型で働く

MSM-SWについてもほとんど調査ができていない

ため、その実情は明らかではなく、今後、調査を

進めていく必要がある。 

 また、先行研究や今回のインタビューからもわ

かるように、当然ながら、MSM-SWの性行為は SW

だけに囲われている訳ではなく、ハッテン場での

性行為スやパートナーとの性行為との間にもあ

る。MSM-SWが晒されている健康リスクを考えると

いうことは、最終的にはそうではない MSMも含め

た全体の健康リスクについても考えていくこと

にもなるであろう。 

 そして、MSM-SWの現場では、HIV/STI感染予防

への十分な配慮に基づいた性行為が行われてい

たり、あるいは感染リスクの少ない性行為のみが

行われていたりする場合もあり、そのような店や

個人は、客への HIV/STIに関する情報提供などの

窓口ともなれる可能性がある。 

 最後に、僅かなインタビュー調査ながら、今回

明らかになったことの一つに、AV業界と SW業界

との連続性もあった。これは、単にそれらの業界

の連続性を見るということだけでなく、MSM-SWの
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ネットワークの形成の指摘でもあり、今後の調査

や健康リスク低減のアプローチのあり方を検討

する上で重要である。 

 尚、今年度はトランス女性の SWについては調

査できなかったが、来年度に進めていきたい。 

そして最後になるが、MSM-SWやトランス女性-SW

へのアプローチには、その問題に取り組んできた

当事者・支援者団体あるいは個人との連携が不可

避であり、今後、その連携も進めていく予定であ

ることも明記しておきたい。 
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